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～ は じ め に ～ 

 

 

千歳市では、市民や市など千歳に関わる“みんな”が協力して

住み良いまちにする「市民協働によるまちづくり」を進めていま

す。 

市民協働を進めるためには、市民の皆さんが行う、地域づくり

やひとづくりにつながる活動が活発になることが大変重要です。 

 

そこで、こうした活動を応援するため、市内で活動する皆さん

が行う、地域づくりやひとづくりにつながる事業を助成する「ひ

と・まちづくり助成事業」の制度があります。 

 

このガイドブックは、皆さんにこの制度について理解し、利用

していただくために作成しました。 

 

「地域づくり」や「ひとづくり」につなげていく皆さんのエネ

ルギーを応援しますので、ご応募ください。 
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ひと・まちづくり助成事業の概要 
ひと・まちづくり助成事業（以下「助成事業」）は、皆さんが「地域づくり」や「ひとづ

くり」のために行う事業について、その経費の一部を補助する制度です。 

 

補助の対象となる事業 

市民、市民活動団体、事業者（以下「市民等」）が企画・実施する次のような事業が対象

となります。 

・地域の課題解決に繋がる事業 

・公益的又は社会貢献的な事業 

・市民満足度の向上に繋がる事業 

・生涯学習の振興を目的とした事業 

・市民協働の担い手となる市民等を育成する事業 

 

※ 上記に該当する場合であっても、独立採算で実施できる事業や公益性、有効性などの

観点から補助することが適当ではないと認められる事業については、補助の対象とは

なりません。 

※ この制度は、“事業のスタート時”や、“既存の取り組みを拡大する”などのきっかけ

づくりを促す制度のため、定例的に実施している事業や○周年記念事業等の冠事業は

対象となりません。 

※ 既に市の他の助成を受けている事業又は宗教的儀式、政治的活動、公益を害する恐れ

がある活動等と認められる事業は対象となりません。 

※ 原則、２月下旬までに実績報告を提出できる事業に限ります。 

 

（参考）令和６年度実施事業 

事業名 実施者 

「そとあそび」推進事業 一般社団法人かのあ 

楽器演奏と朗読による読書会 読書会・RBC  

アートとテクノロジーの融合を考える展覧会 アルス？テクネ展覧会in 千歳実行委員会 

食育活動事業 大豆探検隊 

Wellness City Chitose Wellness City Chitose 

ちとせ未来アカデミア ちとせ未来アカデミアコンソーシアム 

ちとせキッズハロウィン チトセこども未来実行委員会 

千歳「ろうさん祭り」 千歳トラベル実行委員会 
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補助の対象となる方 

・市内に居住、勤務、通学する方 

・市内で活動を行っている団体 

・市内で事業を行っている方、法人 

 

補助金 

・最大３年間の事業実施に必要な経費を補助します。（連続する３年間に限ります。） 

・１年目の補助金限度額は４０万円、２年目及び３年目の補助金限度額は各３０万円。 

・３年間事業の場合、最大１００万円が補助限度額となります。 

・収入額から補助対象経費を差し引いた不足額に対して補助することとなります。 

・他の機関から補助金等の交付や、料金を徴収(参加費や入場料など)して行う事業につ

いては、当該補助金の対象経費からそれらの額を差し引きます。 

・経費については、申請書に記載された予算項目及び予算額のとおり支出し、適正な会

計に努めてください。 

・決算報告において、補助金額に余剰金がある場合は、補助金交付決定額が減額となり、

返還額が発生する場合があります。 

【事業の実施に必要な経費の例】 

項 目 補助の対象となる経費 補助の対象とならない経費 

謝  金 講師や専門家への謝礼 ・常勤スタッフの謝金及び人件費 

・実施団体の経常的な活動に要す 

る経費（事務所の賃借料など） 

・会員への日当など 

・事業に直接必要とならない経費

（団体運営に係る事務所の賃借料 

や光熱水費など） 

・実施団体構成員による会合の 

飲食代 

・業務委託にかかる経費 

・建物の増改築など資産形成に 

つながる経費 

・高額備品 

交 通 費 講師等の交通費、活動に必要な交通費 

消耗品費 必要な器具･消耗品等の購入費 

印 刷 費 リーフレット、ポスターなどの印刷費 

保 険 料 保険など事業実施に伴う必要経費 

使 用 料 会場使用料や機材、備品等の借上料 

備 品 

購 入 費 

事業実施に必要と認められる備品に伴

う経費 

※ 補助金交付決定日以降に支払った経費が補助対象となります。補助金の交付決定前 

に発生した経費は補助対象外となりますので、ご留意ください。 
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 審査基準  

 

項目 ポイント 

目的・効果 

〈明確、適切〉 

・提案内容の目的は、明確で適切か。 

・提案内容は、制度の趣旨に合う効果が期待できるか。 

手 法 

〈独創性、先進性〉 

・提案内容は、独創的なアイディアか。 

・提案内容は、市内においてあまり見られない取り組みか。 

計画内容 

〈具体性、工夫〉 

・計画内容（スケジュール、進め方など）が具体的で現実的であるか。 

・できるだけ効果を大きくする工夫を試みようとしているか。 

提案者の実施能力 

・事業を実施することができる能力や実績（専門的な知識や経験、組

織体制、活動年数、年間予算など）があるか。 

・事業を実施する意気込みが感じられるか。 

安 全 性 ・事業の実施にあたって、十分な安全対策は行われているか。 

予算規模の妥当性 ・事業の内容や効果に見合った予算規模となっているか。 

発 展 性 
・事業の実施を通じて、団体活動の発展が期待できるか。 

・助成期間終了後も、自主的な事業の継続が期待できるか。 

公 益 性 

・公のお金を活用するのにふさわしい取り組みか。 

・対象が特定の個人や団体に限定されていないか。 

・広く市民に開かれ、地域や社会に貢献する取り組みか。 
 
 

プレゼンテーションに係る留意事項 
 
（１）説明時間：５分  

（２）説明項目：以下の項目について申請書に基づきそれぞれ説明してください。 

① 自己紹介（団体紹介） 

② 申請書、審査項目に沿って、具体的な事業内容を説明 

③ 予算の説明 

（３）その他、申請書に記載されている範囲内で説明が可能です。パワーポイントを使用

する場合は、審査日の２日前までにE-mail: siminkyodo@city.chitose.lg.jp へデータ

を送信してください。 

なお、セキュリティーの関係上、当日のデータの持ち込みは受付できませんので、 

ご留意ください。 
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助成事業の流れ 
 

 

 

企画課地方創生推進係へ電話予約の上、事業実施の４か月前までにご相談く

ださい。 

→相談の際には、実施の目的、事業の内容と効果、予算、スケジュール 

などが記載された企画書をご持参ください。（様式は任意） 
 

 →選考審査後、補助金交付までに１ヶ月程度かかることや、事業の周知を

する場合や、準備期間を考慮し、余裕をもったスケジュールで事前相談、

事業実施日をご検討ください。 

① 事前相談 

 

事前相談後、申請書（指定様式）を作成してください。 

 様式は、市ホームページからダウンロードできます。 

② 申請書作成 

 

企画課地方創生推進係へ申請書を提出してください。 

 なお、申請書の内容によっては、改めて書類作成をしていただく場合があ

りますので、余裕をもって提出してください。 

※ １回の申請で最大３年間(年度)の申請ができます。この場合、２年目、３

年目の市民協働推進会議でのプレゼンはありませんが、毎年、補助金請求

に係る書類の提出をお願いいたします。 

 

※ １年事業及び２年事業については、事業完了後に次年度以降も本制度を活

用し通算３年間事業を継続することができますが、その場合、改めて申請

書類の提出及び市民協働推進会議でのプレゼン・選考審査を実施すること

としており、次年度以降の事業採択を保証するものではありません。 

【提出書類】 

 （１）ひと・まちづくり助成事業補助金交付申請書等（第１号～４号様式） 

 （２）その他資料（必要に応じて、別途資料を提出していただきます。） 

 

③ 申 請 
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 補助金の選考結果を申請者に通知します。 

※ 補助金交付にあたり条件を付す場合があります。 

事業が採択された場合は、補助金交付決定通知書を送付します。 

なお、本通知書の日付以降の領収書が経費として認められます。 

⑤ 選考結果・補助金交付決定の通知 

 

市民協働推進会議において、プレゼンテーションによる選考審査を行います。 

日時・会場等については、個別にお知らせしますので、会議への１名以上の出

席をお願いします。 

④ 選考審査（プレゼンテーション） 

 

指定された口座に補助金を振り込みます。 

⑥ 補助金交付 

 

事業が完了したときは、速やかに次の書類を提出してください。 

（１）ひと・まちづくり助成事業補助金実績報告書（第５号～７号様式） 

※様式は、市ホームページからダウンロードできます。 

（２）領収書原本 ほか 

※領収書の原本等、補助事業に関係する書類は、事業完了後５年間保管して下さい 

⑦ 実績報告（２月下旬まで） 

 

 実績報告書の提出後、補助金の額の確定通知書が送付されます。 

 交付済みの補助金よりも、事業収支決算額が少なかった場合、余剰金の返還が

必要になります。 

⑧ 補助金の額の確定 

 

補助金の返還が必要な場合は、「戻入通知書」を送付しますので、金融機関等で

手続きをお願いします。 

⑨ 戻入通知 
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第１号様式（第７条関係） 

 

ひと・まちづくり助成事業補助金交付申請書 
 

千歳市長 様 

 

令和○年 ○月 ○日 

 

（申請者） 

住所又は所在地   千歳市東雲町９丁目８－７ 

氏名又は団体名称  ちとせのまちづくり発見隊 

代 表 者    千 歳 まち子      

 

 

ひと・まちづくり助成事業について、関係書類を添えて補助金の交付を申請します。 

 

記 

 

１．事業の名称 

   △△△△△△事業 

 

２．補助金申請額 

４００，０００円 

 

 

添付書類 

（１）事業計画書（第２号様式） 

（２）収支予算書（第３号様式） 

（３）団体の概要書（第４号様式） 

記入例 
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第２号様式（第７条関係） 

 

事業計画書（令和７年度） 

 

事業の名称  △△△△△△事業 

事業の目的 

及 び 効 果 

私たちが住む○○地区をはじめ市内では・・・できない、又は不足

している状況であり、誰もが・・・でき安心して住みよいまちづくり

という観点では、・・・などの必要性があると考えている。このことに

ついては、他の市民活動団体や町内会などとも課題として共有してお

り、具体的に・・・を実施していくべきとの意見がまとめられた。（別

添資料のとおり） 

このことから、・・・の課題を解決することを目的に、・・・を対象

に・・・することで・・・を図る。 

・・・を実施することにより、・・・や・・・などが図られ、・・・

が期待できることから、地域に・・・の効果が期待できる。 

事業の内容 

・・・のために、月に１度□□□事業を実施するとともに、１月に☆

☆☆事業を開催することで、・・・な気運を高め、・・・を図る。 

□□□事業については、企業、各町内会、学校などに・・・するなど、

より多くの参加者を募るとともに、毎回アンケート調査によりニーズ

把握に努め、現状や課題の整理をしながら事業を実施していく。 

①□□□事業 

 開催日：９月～１２月の毎月第２土曜日 計４回 

 対象者：○○○、定員：○○○人、会場：○○○ 

②☆☆☆事業 

 開催日：令和８年１月３１日 

対象者：○○○、定員：○○○人、会場：○○○ 

実 施 期 間 令和７年６月１日～令和８年１月３１日まで 

スケジュール 

時期(年月) 内  容 

R7.6 

  7 

   8 

  9～12 

 

R8.1 

R8.2 

ポスター等発注、会場予約、物品購入 

広報開始（チラシ配布、ポスター掲示、SNS発信） 

申込期限、資料作成 

□□□事業実施 

アンケート調査、実態把握 

☆☆☆事業開催 

実績報告 

※記入欄が不足する場合は、該当部分を別紙で提出してください。 

「地域づくり」、「人づくり」の視

点から、なぜこの事業が必要なの

か、現状や課題を整理するととも

に、目的と効果を簡潔に記入して

ください。 
枠内に収まらない場合は、別紙に

記入しても構いません。 

何をどのように実施する

のか、実施方法を詳しく

記入してください。 
枠内に収まらない場合

は、別紙に記入しても構

いません。 

記入例 
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第３号様式（第７条関係） 

収支予算書（令和７年度） 
 

【収入】                                                               （単位：円） 

項 目 金 額 説 明（内訳等） 

市補助金  ４００，０００円  ひと・まちづくり助成事業補助金 

出 展 料 １０，０００円  １，０００円×１０ブース 

企業協賛金 ２０，０００円  ○○株式会社、△△株式会社 

   

   

   

 ４３０，０００円  

 

【支出】                                                               （単位：円） 

項 目 金 額 説 明（内訳等） 

謝  金 １２０，０００円  講師謝礼＠３０，０００円×４回 

交 通 費 ８，０００円  講師交通費＠2,000円×4回 

消耗品費 ７０，０００円  事務用品（インク、コピー用紙ほか） 

印 刷 費 ８０，０００円 ポスター制作＠２０，０００円×４回 

保 険 料 ２２，０００円 
 ボランティア活動保険 ＠570円×14人 
 ボランティア行事用保険＠30円×100人×4回 

通 信 費 １０，０００円  切手代3,000円、郵便代7,000円 

使 用 料 １２０，０００円 
 北ガス文化ホール 大ホール90,000円 
 控室7,000円 ○○コミセン23,000円 

   

   

   

   

 ４３０，０００円  

※【収入】欄及び【支出】欄は、当該事業に要する経費を記入してください。 

※複数年事業については、年度ごとに作成してください。 

  

記入例 
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第４号様式（第７条関係） 

 

団体の概要書 

 

 

団 体 名 ちとせのまちづくり発見隊 

所 在 地 千歳市東雲町９丁目８－７ 

代表者氏名 千歳 まち子 

連 絡 先 

氏  名 △△ △△ 

住  所   千歳市春日町△丁目△番地 

電  話   0123-24-△△△△ 

メ ー ル  △△△△＠XXXX.ne.jp 

活動開始年月 令和 ３年 ４月 １日 

構 成 員 数 役  員 ５人 会  員 １０人  ※役員含む 

団体の目的 

誰もが安心して住みよい地域社会の実現を目指し、町内会や企業など

の多様な主体と協力体制を築きながら、市民が主体的に地域の課題解決

に取り組む活気のあるまちづくりの推進に寄与することを目的とする。 

活 動 内 容 、 

主な活動の実績 

令和３年～５年 ちとせ発見講座の開催 

令和６年    ○○の会（市民活動団体）主催の・・事業への協力 

年間予算（円）    ５０，０００  円 

市 か ら の 

他の補助金等 

有 ・ ○無  

（補助金等の名称：                                  ） 

 

 

記入例 
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第５号様式（第13 条関係） 

 

ひと・まちづくり助成事業補助金実績報告書 
 

千歳市長 様 

令和 ８年 ２月１０日 

 

（実施者） 

住所又は所在地   千歳市東雲町９丁目８－７ 

氏名又は団体名称  ちとせのまちづくり発見隊 

代 表 者    千 歳 まち子  

 

 

 

令和７年５月２０日付け 第○〇号で交付決定のあったひと・まちづくり助成事業につ

いて、事業が完了しましたので、関係書類を添えて報告します。 

 

記 

 

１．事業の名称 

                 △△△△△△事業 

 

２．事業費総額 

                ３６４，９１６  円 

 

３．補助金額 

                ３４４，９１０  円 

 

 

添付書類 

（１）事業報告書（第６号様式） 

（２）収支決算書（第７号様式） 

（３）その他事業の内容を確認するための資料 

記入例 

 
支出額（事業費総額）から、補

助金以外の収入額を差し引いた

額を記入してください。ただし、

補助決定金額を上限とします。 
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第６号様式（第13 条関係） 

 

事業報告書（令和７年度） 

 

事業の名称   △△△△△△事業 

事業の成果 

毎月□□□事業を開催したことにより、・・・や・・・を市民に知っ

てもらうとともに、地域の現状や課題について共有することができた。 

また、延べ３００名の参加があったことから市民の関心度が高いこと

を実感するとともに、アンケート調査の回答から、新たな課題や解決

策について、多くの意見を聞くことができたこととから、今後のまち

づくり活動に参考にしたい。 

１月に開催した☆☆☆事業については、・・・や・・・などにも協力

いただきながら、□□□事業を発展させた形で多くの市民と・・・を

共有することができ、アンケート結果のとおり、・・・の気運を高める

ことができた。 

事業の内容 

・・・の課題を解決することを目的に、・・・を対象に下記のとおり

□□□事業と☆☆☆事業を実施した。（詳細は別紙のとおり） 

①□□□事業 

 開催日：９月～１２月まで、毎月第２土曜日 計４回実施 

 参加者：延べ３００名 

②☆☆☆事業 

 開催日：令和８年１月３１日 

参加者：１５０名 

テーマ：「・・・・・」 

実 施 期 間  令和７年６月１日～令和８年１月３１日 

スケジュール 

時期(年月) 内  容 

R7.6 

  7 

   8 

  9～12 

 

R8.1 

R8.2 

ポスター等発注、会場予約、物品購入 

広報開始（チラシ配布、ポスター掲示、SNS発信） 

申込期限、資料作成 

・・・実施 

アンケート調査、実態把握 

・・・開催 

実績報告 

※記入欄が不足する場合は、該当部分を別紙で提出してください。 

 
当初の目的、期待する効果に対

しての成果を具体的に記載し

てください。 
 

どこで、だれを対象に何をした

のか、具体的に記載してくださ

い。また、広告資料、当日の資

料、写真、アンケート結果等の

資料がある場合は添付してくだ

さい。 

記入例 
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第７号様式（第13 条関係） 

収支決算書（令和７年度） 
【収入】                                                               （単位：円） 

項目 金額 説明（内訳等） 

市補助金  ４００，０００円  ひと・まちづくり助成事業補助金 

出 展 料 ８，０００円  １，０００円×８ブース 

企業協賛金 １２，０００円  ○○株式会社、△△株式会社 

預金利子 ６円  

   

合 計 ４２０，００６円  

 

【支出】                                                              （単位：円） 

項 目 金 額 説 明（内訳等） 

謝  金 １２０，０００円  講師謝礼＠３０，０００円×４回 

交 通 費 ８，０００円  講師交通費＠2,000円×4回 

消耗品費 ５２，５６４円  事務用品（インク、コピー用紙ほか） 

印 刷 費 ５０，４００円 ポスター制作＠１２，６００円×４回 

保 険 料 １８，３９２円 
 ボランティア活動保険 ＠500円×15人＝7,500円 

 ボランティア行事用保険＠28円×389人＝10,892円 

通 信 費 ３，０６０円  切手代1,260円、郵便代1,800円 

使 用 料 １１２，５００円 
 北ガス文化ホール 大ホール９０，０００円 

 控室７，９００円 ○○コミセン１４，６００円 

   

合 計 ３６４，９１６円  

 

総収入額 ４２０，００６ 総支出額 ３６４，９１６ 差引額 ５５，０９０ 

【備 考】 

１ 説明欄が不足する場合は、該当部分を別紙で提出してください。 

２ 事業の内容を確認するため、参考資料（ポスター・記録写真等）を添付してください。 

３ 【収入】欄及び【支出】欄は、当該事業に要した経費を記入してください。 

４ 領収書（原本）を添付してください。（内容確認後、返却いたします。） 

５ 差引額がプラスの場合は、市へ返還（戻入）になり、マイナスの場合は、事業実施団

体の負担となります。 

 

記入例 
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領収書等の証拠書類 

 ●領収書の注意事項 

 宛名は、正式な補助対象団体名で記載してください。 

 領収書に記載漏れがないかを確認してください。 

（補助金交付決定通知日前に発生した経費は対象になりません） 

 収入印紙が必要なものについては、添付されているかを確認してください。 
 振込依頼書（兼領収書）など使途が記載されていないものについては、納品書や請

求書など使途がわかる書類を必ず添付してください。 

 

 

 

 

 

 
※ 但し書きは、支払いの内訳がわかるように記載してください。 

※ 購入物品が複数ある場合は、すべて記載するか、○○代他とし納品明細を添付ください。 
 
●レシートの場合の注意事項 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●人件費にかかる支払証明 

 ・ 出演料、謝礼等の人件費にかかる領収書につきましては、以下の例に準じて作成を

お願いします。 

 

 

 

 

 

領収書（例） 
令和□□年□□月□□日 

 ちとせのまちづくり発見隊 様 
金 ＊＊＊＊＊＊ 円 

 
        但し、チラシ印刷代（＠20 円×1,000 枚）として 

 △△△△商店     

 

印 
印紙 

領収書（例） 
 ちとせのまちづくり発見隊 様 

金 ＊＊＊＊＊＊ 円 
        但し、講師謝礼として 
       

令和□□年□□月□□日 上記正に領収いたしました 
            氏名    ○○ ○○  印   

   

領収書 
□□商店 

ちとせのまちづくり発見隊 様 

令和□□年□□月□□日 
 
 両面テープ 
 ￥108 ×5    ￥540 円 
 カラー印刷用紙   
 ￥540 ×3    ￥1,620 円 
 

 小計       ￥2,160 円 
 合計       ￥2,160 円 
 お預り      ￥2,160 円 
 お釣り         ￥0 円 

※ 宛名は補助対象団体名でもらってください。 

※ ポイントの付与は受けないでください。 

※ 個人カードでの支払いはしないでください。 

※ 市内業者を積極的に利用するようご協力ください。 
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領収書等の証拠書類の編纂 

作成する収支決算書に基づき、全項目支出一覧、項目別支出一覧、項目別領収書一覧の

作成をお願いいたします。帳票類のサイズは、台紙に貼付けするなど、用紙サイズをA4

に統一してください。 

また、作成にあたっては、領収日（支払日）に基づき日付順で整理してください（領収

書の発行日ではない点に注意してください）。 

・領収書は支出一覧の順番と合わせて並べてください。 

・提出いただいた領収書はすべて写しをとりますので、台紙に貼り付ける際は、記載内

容がすべて見えるよう領収書を重ねないでください。 

 

●領収書の整理例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日付 内容 支払先 金額 

5/1 使用料 ○○○ ***円 

7/1 謝礼 △△△ ***円 

10/1 使用料 □□□ ***円 

    

    

    

合 計 ***円 

 

 

 

 

領収書 領収書 

領収書 領収書 

領収書 領収書 

領収書 領収書 

【謝金】 
合計○○○円 

領収書 領収書 

領収書 領収書 

領収書 領収書 

領収書 領収書 

【印刷費】 
合計○○○円 

領収書 領収書 

領収書 領収書 

領収書 領収書 

領収書 領収書 

【使用料】 
合計○○○円 

領
収
書
（
使
用
料
） 

使
用
料 

支
出
一
覧 

領
収
書
（
印
刷
費
） 

印
刷
費 

支
出
一
覧 

領
収
書
（
謝
金
） 

謝
金 

支
出
一
覧 

全
項
目 

支
出
一
覧 

全項目支出一覧 
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協働事業への提案 

 事業完了後、市民提案型協働事業として提案することも可能です。 

千歳市ホームページも参考にしてください。

http://www.city.chitose.lg.jp/docs/98-69269-179-941.html 

 

よくある質問 

 
Ｑ１．誰が申請しても良いのですか。                       

Ａ．本ガイドブック２ページに記載の通りです。市内に居住、勤務、通学している方や、

市内で活動を行っている方、市内で事業を行っている方などで構成された団体が申

請可能です。経歴などは不問です。 

 

Ｑ２．事前相談や申請書の受付は平日だけですか？                 

A．平日の８時４５分から１７時１５分までとさせていただきます。他の相談業務対応

等で不在にする場合がありますので、事前に日程調整をお願いします。 

 

Ｑ３．参加費を徴収する事業や、企業等からの寄附金・協賛金がある事業など、補助金 

  以外の収入がある事業は対象となりますか。                  

Ａ．対象となります。 

ただし、収入額から補助対象経費を差し引いた不足額に対して補助することとなり

ますので、参加費や入場料などを徴収して行う事業や、寄附金・協賛金がある事業な

ど補助金以外の収入がある事業については、当該補助金の対象経費からそれらの収入

額を差し引きます。このため、事業終了後の決算報告書で補助金額が減額となり、返

還額が発生する場合があります。 

 

Ｑ４．６月に事業実施を予定しているため、４月１日から準備をしています。その際に  

  発生した経費は対象経費となりますか。                      

Ａ．対象となる経費は、採択後に発行される補助金等交付決定通知書に記載の日付以降

に支払った経費に限ります。申請団体独自で事業に着手しても差し支えありませんが、

通知日より前に発生した経費は対象となりませんので、ご注意ください。 

 

Ｑ５．事業が採択された場合、補助金以外に市からの支援はありますか？       

Ａ．広報面等でお手伝いが可能ですので、ご相談ください。 

（市民協働情報メールマガジンへの掲載、ポスターの掲示など） 

 

Ｑ６．申請書類は、手書きでもパソコンで作成しても構いませんか？         

Ａ．構いません。手書きの場合は、読みやすい字で記載ください。 

 

Ｑ７．申請書類の書式の中に文字が入りきらないのですが、別紙を追加してもよいです 

  か？                                    

Ａ．構いません。書式の中に書ききれない場合は、「別紙のとおり」と記載し、別紙を添

付ください。 
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Ｑ８．プレゼンテーションの方法には、決まりがありますか？            

Ａ． 決まりはありません。ただし、時間制限がありますので、申請書の記載内容や審査

項目に沿って、効果的に事業のPR を行ってください。  

 

Ｑ９．講師謝礼の領収書は必要ですか？                      

Ａ． 補助対象となる経費については、すべて領収書が必要です。講師謝礼についても、

日付、宛名、但し書き、印鑑のある受領書を添付してください。 

 

Ｑ1０．領収書の宛名はどのように記載すればよいですか？             

Ａ． 領収書の宛名は必ず団体名、または団体名と代表者名を記載してください。 

上様や空白などの領収書は補助金対象外となります。 

 

Ｑ1１．領収書を紛失した場合はどうしたらよいですか？              

Ａ．領収書がない場合、補助金対象外となります。領収書の発行元に、再発行が可能か

確認してください。 

 

Ｑ1２．事業を実施する中で、申請書に記載がない経費の支払いが発生することが判明

しました。交付された補助金額内で自由に使い回してよいですか？          

A．採択した事業については、申請書に記載された内容について承認し、補助金を交付

しています。このため、申請書に記載がない経費については原則認められませんが、

特別な事情があるなど、事業の遂行に必要な経費についてはこの限りではありません

ので、当初の計画（申請書の事業内容や経費）に変更が生じることが判明した時点で、

必ずご相談ください。 

 

Ｑ1３．補助金交付決定額よりも事業費が少なかった場合、補助金の返還は必要ですか？ 

A．必要です。事業終了後に実績報告書類を提出していただいたあと、補助金額の確定

通知書を送付します。補助金の返還が必要な場合には、戻入通知書を一緒に送付しま

すので、戻入通知書に記載のある金融機関の窓口で期限内に入金ください。 
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～ ｍｅｍｏ ～ 
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市民協働情報メールマガジン登録者募集! 

市民協働に関する様々な情報を配信しています。ぜひ、ご登録ください。 

 

１．携帯電話・スマートフォンからのご登録 

○右記の二次元コードから登録できます。 

   

２．パソコン等からのご登録 

http://www.city.chitose.lg.jp/registration/ 

＜提出・お問い合わせ＞ 

 

  千歳市企画部企画課地方創生推進係 

  千歳市東雲町２丁目３４番地 市役所本庁舎２階 

  電話0123－24－0452  FAX 0123-22-8852 

    E-mail: siminkyodo@city.chitose.lg.jp 

 


